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議会だより議会だより

地域探究発表会地域探究発表会
　高校生が提案するおぢか町！！ … ２　高校生が提案するおぢか町！！ … ２

＊表紙写真 ：

２０kg の米袋を持ち上げるようす
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　令和 5 年 7 月 27 日、「 地域探究発表会」 が本会議場で行われました。

　これは北松西高校 3 年生が故郷小値賀町が抱える課題の現状と背景を現場を通じて分析し、 解決

策を議会と町に提案するもので、 同時にキャリアプランニング能力※、 課題対応能力を高めようとす

るものです。

　また町政への提言を行うことにより主権者としての責任について学び、 政治参加への意識を高め、

一人ひとりが地域のために自ら考えて行動する住民自治の基本を身につけます。

  「高校生の島ガイド」で小値賀を活性化！「高校生の島ガイド」で小値賀を活性化！

　　高校生自身が観光資源となり、 観光客のガイドを務めることで、 高校生ならではの視点での
島の紹介や、 ガイド中に垣間見える島の高校生の生活が観光客の興味にマッチすると考える。
　　ガイドした観光客には、 お土産として高校生の手作りの 「旅のしおり」 や、 ガイド実施後の記
念写真、 道中の雑談の思い出をつくることで、 より鮮度の高い観光資源が生まれる。
　　またガイドを行う高校生自身がおぢかに愛着を感じることで、 将来的な人口流出を防ぎ、 担
い手不足解消にも繋がる。 この活動の継続ため、 本町には広告 ・ 宣伝の協力と、 ガイド人材育
成のための小中学生を対象とした地域住民との 「語り部会」 の企画をお願いしたい。

北松西高生 地域探究発表会北松西高生 地域探究発表会

　　　　　
濵
田 

愛あ
い

羅ら

さ
ん

　　　　　
岩
坪 

果か

恋れ
ん

さ
ん

　　
写
真
左
か
ら
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  小値賀の漁業を伝え隊小値賀の漁業を伝え隊～～高校生にもできるんだギョ高校生にもできるんだギョ　   　   ～～

　　　　　
川
村 

聖ま
さ

斗と

さ
ん

　　　　　
橋
本 

萌も

愛え

さ
ん

　　　　　
山
田  

優ゆ
う　
さ
ん

　　　　　
濵
田 

朔さ
く

羅ら

さ
ん

　　
写
真
左
か
ら

　　小値賀町の魚の流通や、 食卓に並ぶ回数が少ないことに問題を感じた私たちは、 漁業の活
性化を目指し、 未利用魚※を使用した 「みりょうせんべい」 の商品開発に取り組んだ。
　　当商品の知名度を上げることで本町の漁業の魅力を伝え、 未利用魚を使うことで無駄をなく
し、 販売して得た利益を漁協・役場・担い手公社に寄付し、 漁業の活性化につなげたい。 また、
この活動はＳＤＧｓの 「12：つくる責任」 と 「14：海の豊かさを守ろう」 にもつながると考えている。 　　　　
　　本町には製造の効率を高めるため、 大型のミキサーとプレス機の購入をお願いしたい。 また
継続的に提供できるよう、 企業に支援 ・ 協力をお願いしたいと考えている。

※キャリアプランニング能力
「働くこと」の意義を理解し、自らが果たすべき立場や役割との
関連を踏まえて「働くこと」を位置づけ、多様な生き方について
主体的に判断してキャリアを形成していく能力。
※未利用魚
傷があったり、大きさが規格外という理由で処分される魚。「未
利用」魚で、「魅了」する意味で「みりょうせんべい」と名付けた。

実際に観光客にガイドをしている様子。
アンケートでは概ね高い評価を得ていた。

地域活性化コンテスト 【田舎力甲子園】

では、 なんと優秀賞を獲得‼
高校生自らが観光資源になるという、 新
たな価値観を示したと言えるだろう。

　　
み
り
ょ
う
せ
ん
べ
い
製
造
の

様
子
。
パ
ッ
と
見
、
簡
単
そ
う

に
見
え
る
が
、
き
れ
い
に
つ
く

る
の
は
非
常
に
難
し
い
。

　　

魚
の
臭
み
を
緩
和
す
る
た

め
、
カ
レ
ー
味
に
し
た
。

　　
努
力
が
実
を
結
び
、
販
売
に

至
る
。
大
好
評
で
、
な
ん
と
即

日
完
売
で
あ
っ
た
。

　　
買
え
な
か
っ
た
人
も
多
か
っ
た

と
聞
く
。
是
非
継
続
し
て
販
売

し
て
も
ら
い
た
い
。
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 定例９月会議 定例９月会議

　 

令
和
５
年
定
例
９
月
会
議
を

９
月
11
日
か
ら
21
日
ま
で
11
日

間
の
日
程
で
開
催
、
上
程
さ
れ

た
４
件
の
報
告
事
項
と
１１
件
の

議
案
に
つ
い
て
す
べ
て
承
認
・
可

決
成
立
し
ま
し
た
。

　　
９
月
会
議
は
前
年
度
の
決
算

審
査
の
た
め
、
通
常
の
定
例
会

議
に
加
え
、
決
算
特
別
委
員
会

が
設
置
さ
れ
ま
す
。
互
選
に
よ

っ
て
選
任
さ
れ
た
今
田
委
員
長

の
も
と
、
横
山
議
会
選
出
監
査

委
員
お
よ
び
議
長
を
除
く
、
５

名
の
委
員
が
執
行
部
と
質
疑
を

重
ね
、
慎
重
な
審
査
を
行
い
ま

し
た(

６
ペ
ー
ジ
～)

。

一
般
質
問 
４
名
が
登
壇

子
育
て
支
援
条
例
の
改
正
案

子
育
て
支
援
条
例
の
改
正
案
「「
宿
泊
費
一
万
円

宿
泊
費
一
万
円
」」
可
決
！

可
決
！

  

令
和
５
年
６
月
会
議
に
お
い

て
執
行
部
よ
り
提
案
が
あ
っ

た
「
小
値
賀
町
安
心
出
産
支
給

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
案
）
」
に
つ
い
て
は
、
宿
泊
費

の
上
限
額
に
つ
い
て
疑
義
が
多

発
し
た
た
め
委
員
会
付
託
と
し

て
い
ま
し
た
。

　　
執
行
部
か
ら
提
案
が
あ
っ
た
、

出
産
に
備
え
て
本
土
で
待
つ
際

の
宿
泊
費
上
限
を
６
０
０
０
円

か
ら
８
０
０
０
円
に
引
き
上
げ

る
改
正
案
に
つ
い
て
、
昨
今
の

物
価
高
の
影
響
に
よ
る
宿
泊
費

高
騰
を
鑑
み
て
、
委
員
会
で
は

８
０
０
０
円
で
は
不
十
分
で
あ

り
１
万
円
に
す
べ
き
と
し
て
本

会
議
に
修
正
案
を
提
出
し
、
可

決
し
ま
し
た
。

全会一致で可決 今田議員の委員会報告江川議員の賛成討論

　 

今
回
も
２
日
に
分
け
て
一
般

質
問
を
実
施
し
ま
し
た
。

　　
初
日
は
夜
間
議
会
で
午
後
７

時
よ
り
２
名
が
登
壇

（
１２
ペ
ー

ジ
～
）
。

　　
２
日
目
は
午
前
１０
時
よ
り
２

名
が
登
壇
し
、
町
長
の
考
え
を

質た
だ

し
ま
し
た
（１６
ペ
ー
ジ
～
）。

委
員
会
提
案
ど
お
り
可
決

①出産に備え本土で待つ
際の宿泊費上限額を６千
円から１万円に （食費は
対象外）

②出産直後帰町する際の
船賃も補助対象に追加

ポイント！
ポイント！
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区    分 令和 4 年度 令和 3 年度 差　額 増減率 (%)

歳入総額 42 億 9215 万円 43 億 0520 万円 △ 1304 万円 △ 0.3

歳出総額 41 億 1821 万円 40 億 2619 万円 9202 万円 2.3

差引額 1 億 7394 万円 2 億 7900 万円 △ 1 億 506 万円 △ 37.7

翌年度に繰越すべき財源 2438 万円 1 億 2846 万円 △ 1 億 409 万円 △ 81.0

実質収支額 1 億 4956 万円 1 億 5054 万円 △ 98 万円 △ 0.6

単年度収支額 △ 98 万円 3612 万円 △ 3710 万円 △ 102.7

( 端数処理により一部計算が合わない )

( △はマイナスを表す )

指　標 小値賀町 早期健全化基準※ 簡単な説明

実質赤字比率 － 15.0 一般会計の赤字の割合 ( 本町は黒字 )

連結実質赤字比率 － 20.0 全会計を合わせた赤字の割合 ( 本町は黒字 )

実質公債費比率 8.5 25.0
年間の借金の返済額の割合 ( 高いほど財政が不健全 )

将来負担比率 － 350.0
将来の負担となる ( 財政を圧迫する ) 借金の割合

( 当町では財源見込みや基金が上回るため算出されず )

財政の健全度を示す「健全化判断比率」の 4つの指標

区　　分 決　算　額 割　合 (%)

自主財源 9 億 8719 万円 23.1

依存財源 33 億　　496 万円 76.9

合　　計 42 億 9215 万円 100.0

自主財源と依存財源

財政状況 (一般会計 )

財政の力

基金と町債

基金現在高 ( 令和 4 年度末 ) 30 億 2461 万円

町債現在高（ 令和 4 年度末） 34 億 7445 万円

自主財源 ・ ・ 町税、 分担金、 負担金、 使用料、 手数料、 寄附金、 繰越金、 諸収入ほか
依存財源 ・ ・ 地方消費税交付金、 地方交付税、 国庫支出金、 県支出金、 町債ほか

基金 ・ ・ 家計における預貯金に相当するものです
町債 ・ ・ 家計における借入金に相当するものです

前年度より 2.5 ポイント上昇しています

前年度より１億 9741 万円減りました

前年度より 5821 万円減りました

財政力指数 0.10
標準的な行政サービスに係る費用を町税などの収入でまかなえる割合　

指数が低い = 財源に余裕がない  　　全国でも最低レベルで注意が必要です

経常収支比率 81.9％
定例的な支出が 町税など定例的な収入に占める割合　

75％を超えると財政的な余裕が失われているとされる

早期健全化基準※ ・ ・ 財政健全化の取り組みが必要になる要注意レベルを示す数字です

前年度より 0.4 ポイント上昇しており注意が必要です

 数字でわかる 本町の財政状況 数字でわかる 本町の財政状況
～令和 4 年度決算～～令和 4 年度決算～

ポイント！

ポイント！

ポイント！

ポイント！

ポイント！

ポイント！

ポイント！

ポイント！
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～決算特別委員会での主なやりとり～～決算特別委員会での主なやりとり～

問
一
つ
の
町
指
定
文
化
財
に
対

し
国
庫
支
出
金
と
県
支
出
金
の

い
ず
れ
に
も
保
存
整
備
事
業
費

補
助
金
が
出
て
く
る
が
そ
の
棲

み
分
け
は
。　

答
文
化
庁
の
補
助
金
は
通
常
と

異
な
り
、
国
庫
補
助
と
県
補
助

と
そ
れ
ぞ
れ
手
続
き
が
必
要
と

な
る
た
め
分
か
れ
て
い
る
。

　　
歳
出
の
不
用
額
が
一

般
会
計
特
別
会
計
あ

わ
せ
て
２
億
２
千
万
円

余
り
と
、
多
額
の
執
行

残
が
確
認
さ
れ
た
。

　　
予
定
し
て
い
た
大
事

な
事
業
が
執
行
さ
れ

な
い
こ
と
は
、
住
民
福

祉
サ
ー
ビ
ス
に
影
響
が

出
る
た
め
注
意
さ
れ
た

い
。

問
農
林
水
産
業
費
の
不
用
額

７
０
０
万
円
の
内
容
は
。

答
園
芸
ハ
ウ
ス
長
寿
命
化
対
策

事
業
補
助
金
で
約
１
５
０
万

円
、
防
風
対
策
支
援
事
業
補
助

金
で
約
２
４
８
万
円
、
ス
マ
ー
ト

農
業
振
興
事
業
を
計
画
し
た
が

実
施
事
業
者
が
い
な
か
っ
た
こ
と

に
よ
る
約
１
６
５
万
円
の
執
行

残
が
、
不
用
額
の
主
な
も
の
。

問
ス
マ
ー
ト
農
業
の
内
容
は
。

答
高
圧
の
温
水
を
利
用
し
て
除

草
作
業
を
行
う
機
器
の
導
入
。

除
草
剤
を
使
わ
ず
に
、
高
圧
の

問
財
産
貸
付
収
入
の
収
入
未
済

額
の
内
容
は
。
　

答
空
き
家
を
改
修
し
た
定
住
促

進
住
宅
入
居
者
分
の
未
納
。

問
水
産
業
債
６
１
６
０
万
円
の

予
算
額
に
対
し
て
、
調
定
額
お

よ
び
収
入
額
が
４
６
９
０
万
円
。

こ
の
差
の
内
容
は
。

答
漁
港
事
業
の
繰
り
越
し
分
で

あ
る
。

歳
出
関
連

ス
マ
ー
ト
農
業
の
中
身
は

決算特別委員会　審査のようす

監
査
報
告

 決  算  審  査 決  算  審  査
【 一 般 会 計 】

歳
入
関
連

問
長
崎
県
青
少
年
劇
場
開
催
事

業
補
助
金
が
前
年
度
と
比
較
し

て
増
額
し
て
い
る
理
由
は
。
　

答
総
事
業
費
に
対
し
、
県
か
ら

の
補
助
率
が
２
分
の
１
で
、
事

業
の
実
績
に
よ
り
差
が
生
じ
る
。

令
和
４
年
度
は
古
典
芸
能
を
実

施
し
た
。

温
水
を
雑
草
の
根
に
噴
射
し
て

除
草
作
業
を
行
う
も
の
で
、
県

道
や
農
道
の
管
理
の
省
力
化
に

つ
な
が
る
と
考
え
事
業
化
し
、

複
数
の
事
業
者
に
提
案
し
た

が
、
手
を
挙
げ
る
も
の
が
い
な

か
っ
た
。

問
例
え
ば
町
が
保
有
し
、
多
面

的
・
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払

交
付
金
な
ど
で
実
施
し
て
い
る
、

集
落
で
の
農
道
の
共
同
管
理
作

業
時
な
ど
に
対
し
、
集
落
に
機

器
を
貸
し
出
す
こ
と
は
考
え
て

い
な
い
か
。

答
利
用
先
と
し
て
は
集
落
組
織

も
想
定
し
て
い
る
が
、
町
が
保

有
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

事
業
者
か
ら
集
落
に
貸
し
出
す

形
で
の
事
業
化
を
考
え
て
い
る
。

問
予
算
額
１
６
５
万
円
の
内
訳

は
。

答
１
台
の
高
圧
洗
浄
機
と
付
属

品
の
購
入
費
を
２
分
の
１
支
援

す
る
考
え
で
計
上
し
て
い
る
。

生
ご
み
処
理
機
の
今
後
は

問
返
還
金
１
３
０
０
万
円
の
内

容
は
。

答
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
お
ぢ
か
の
家

が
事
業
廃
止
し
た
時
点
で
、
施

設
を
建
設
し
た
時
の
国
の
補
助

が
適
化
法
の
期
間
を
経
過
し
て

い
な
か
っ
た
た
め
、
町
を
通
じ
て

国
に
返
還
し
た
。



(7)

決算審査とは、 予算が適正かつ妥当に使

われたのかを認定するものです。

締結済みの契約などを取り消すことはでき

ませんが、 不適切 ・ 非効率なものがあれ

ば質疑を通じて明らかにし、 来年度の予算

編成に反映させることができます。

問
大
型
生
ご
み
処
理
機
設
置
工

事
費
の
不
用
額
の
原
因
と
、
今

後
生
ご
み
が
一
杯
に
な
っ
た
場

合
の
対
応
は
。

答
設
置
を
予
定
す
る
場
所
に

よ
っ
て
は
、
岩
盤
や
湧
水
が
出

て
追
加
工
事
が
必
要
と
な
る
事

が
あ
る
た
め
、
予
算
を
残
し
て

い
た
。

　　
処
理
機
が
一
杯
と
な
っ
た
場

合
は
、
２
基
目
を
設
置
し
そ
ち

ら
に
投
入
し
て
も
ら
い
、
一
杯

に
な
っ
て
い
る
処
理
機
は
閉
じ
た

ま
ま
発
酵
さ
せ
、
た
い
肥
と
し

て
地
区
に
還
元
す
る
予
定
。

問
た
い
肥
と
し
て
使
用
で
き
な

い
場
合
の
対
応
は
。

答
先
日
、
地
区
別
説
明
会
で

回
っ
た
と
き
に
、
ゆ
う
き
セ
ン

タ
ー
で
利
用
し
て
は
ど
う
か
と

提
案
い
た
だ
い
た
。
今
後
、
ゆ

う
き
セ
ン
タ
ー
と
検
討
し
て
い
き

た
い
。

問
再
資
源
化
が
最
大
の
目
的
と

の
理
解
で
よ
い
か
。
そ
う
で
あ

れ
ば
、
た
い
肥
と
し
て
地
区
で

利
用
で
き
な
い
分
は
、
ゆ
う
き

セ
ン
タ
ー
で
た
い
肥
化
す
る
等
、

問
五
島
列
島
の
島
々
横
断
交
流

拡
大
・
移
住
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事

業
委
託
料
５
８
５
万
円
の
成
果

お
よ
び
令
和
５
年
度
に
事
業
を

実
施
し
な
い
理
由
は
。

答
周
遊
観
光
ル
ー
ト
と
し
て
、

有
川
～
小
値
賀
間
を
、
九
州
商

船
に
委
託
し
て
運
行
し
て
い
た

事
業
だ
が
、
業
者
の
利
用
が
多

く
、
本
来
の
目
的
で
あ
る
観
光

と
し
て
の
利
用
者
が
少
な
か
っ
た

た
め
、
新
上
五
島
町
と
協
議
し

令
和
４
年
度
で
終
了
し
た
。

生
ご
み
処
理
機
の
今
後
は

沖ノ神嶋神社海岸下　石垣 ・ 石敷きのようす ( 写真提供 ： 町教育委員会 )

問
沖
ノ
神
嶋
神
社
海
岸
下
石

垣
・
石
敷
平
面
図
等
作
成
業
務

お
よ
び
水
中
調
査
補
助
業
務
の

調
査
内
容
は
。

答
調
査
対
象
は
小
田
家
二
代
目

当
主
が
参
拝
の
た
め
に
整
備
し

た
石
垣
・
石
敷
で
、
そ
れ
ら
の

記
録
保
存
の
た
め
に
実
施
し
た

も
の
。

　　
沖
ノ
神
嶋
神
社
海
岸
付
近
水

中
調
査
補
助
業
務
は
、
お
ぢ
か

海
旅
マ
リ
ン
サ
ポ
ー
ト
と
提
携

し
、
石
敷
の
周
辺
の
海
底
に
ど

の
よ
う
な
も
の
が
残
っ
て
い
る
か

調
査
し
た
と
こ
ろ
、
新
た
に
中

国
船
の
碇
い
か
り

石
と
思
わ
れ
る
も
の

が
数
点
見
つ
か
っ
た
。
最
終
的
に

報
告
す
る
。

た
だ
の
埋
め
立
て
に
な
ら
な
い

よ
う
上
手
に
対
応
し
て
ほ
し
い
。

答
本
事
業
は
ゴ
ミ
の
減
量
化
が

目
的
で
あ
り
、
減
量
化
は
重

要
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
た
め
、

し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。文

化
財
調
査
の
内
容
は

問
長
崎
お
ぢ
か
国
際
音
楽
祭

開
催
日
関
係
補
助
金
３
５
０
万

円
が
令
和
５
年
度
の
予
算
で
は

２
５
０
万
円
に
減
額
さ
れ
て
い

る
理
由
は
。

答
令
和
４
年
度
は
第
20
回
の
記

念
で
通
常
よ
り
大
き
い
規
模
で

開
催
し
た
。
令
和
５
年
度
は
通

常
の
内
容
と
な
り
減
額
と
な
っ

て
い
る
。
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～決算特別委員会での主なやりとり～～決算特別委員会での主なやりとり～

問
は
ま
ゆ
う
・
さ
い
か
い
の
旅

客
運
賃
収
入
が
令
和
３
年
度
と

比
較
し
て
増
加
し
た
要
因
は
。

答
は
ま
ゆ
う
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で

落
ち
込
ん
で
い
た
野
崎
便
の
乗

客
が
１
２
０
０
人
ほ
ど
増
加
し

収
入
増
と
な
っ
て
い
る
。

　　
さ
い
か
い
に
つ
い
て
は
、
納
島

の
生
活
航
路
な
の
で
観
光
客
に

よ
る
増
加
は
少
な
い
が
、
コ
ロ
ナ

禍
が
落
ち
着
い
た
こ
と
で
帰
省

客
が
増
加
し
た
こ
と
と
、
地
域

お
こ
し
協
力
隊
が
活
動
し
て
い

る
こ
と
も
関
係
し
て
い
る
。

問
は
ま
ゆ
う
需
用
費
に
お
い

て
、
使
用
料
及
び
賃
借
料
へ

8
万
８
千
円
の
流
用
、
及
び
予

備
費
か
ら
3
万
５
千
円
の
充
用

を
行
っ
た
要
因
は
。

答
８
万
８
千
円
の
流
用
は
、
６

月
に
右
舷
エ
ン
ジ
ン
冷
却
機
故

障
に
よ
り
代
船
を
傭
船
し
た
と

こ
ろ
、
使
用
料
及
び
賃
借
料
が

不
足
し
た
た
め
流
用
し
た
。
そ

の
後
、
３
月
に
な
っ
て
燃
料
費

が
不
足
し
た
た
め
予
備
費
か
ら

3
万
５
千
円
を
充
用
し
た
。

問
介
護
サ
ー
ビ
ス
等
諸
費
の
負

担
金
・
補
助
及
び
交
付
金
が
令

和
３
年
度
と
比
較
し
て
減
額
と

な
っ
た
要
因
は
。

答
主
な
も
の
は
、
令
和
３
年
度

に
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
お
ぢ
か
の
家

が
閉
所
と
な
っ
た
こ
と
で
地
域

密
着
型
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費

が
減
額
と
な
っ
た
。

問
不
能
欠
損
額
２
８
５
万
円
と

令
和
３
年
度
と
比
べ
て
大
幅
に

増
加
し
て
い
る
要
因
は
。

答
滞
納
整
理
に
あ
た
っ
て
い
る

中
で
、
未
納
者
の
状
況
を
見
な

が
ら
滞
納
分
の
徴
収
の
見
込
み

を
総
合
的
に
判
断
し
、
最
終
的

に
不
能
欠
損
を
判
断
し
て
い
る
。

そ
の
た
め
毎
年
状
況
が
変
わ
る

が
、
令
和
４
年
度
は
件
数
も
増

加
し
て
い
る
。

問
不
能
欠
損
が
増
加
し
て
い
る

状
況
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
徴
収

方
法
を
変
更
す
る
べ
き
で
は
な

い
か
。

答
今
回
の
執
行
停
止
の
要
因
と

し
て
「
生
活
保
護
」
と
い
う
人

が
い
る
が
、
そ
れ
ま
で
は
分
納

も
し
て
い
た
が
、
体
調
も
思
わ

し
く
な
く
、
生
活
保
護
と
な
っ

た
こ
と
で
支
払
能
力
が
な
く

な
っ
た
と
判
断
し
た
方
も
い
る
。

未
納
者
の
状
況
で
判
断
し
て
い

る
。

  

収
入
未
済

収
入
未
済  

徴
収
の
見
込
み
と
対
応
策
は

徴
収
の
見
込
み
と
対
応
策
は

運
賃
収
入
増
加
の
要
因
は

◆
渡
船
事
業
◆

◆
国
保
事
業
◆

◆
介
護
保
険
事
業
◆

令和４年度 令和３年度

総　額　 1人当たり額 総　額　 1人当たり額

2 億 7218 万円 34 万円 2 億 9007 万円 35 万 2 千円

本町の国民健康保険医療費 ( 医療給付費 )

◆
簡
易
水
道
事
業
◆

◆
下
水
道
事
業
◆

◆
国
保
診
療
所
◆

 決  算  審  査 決  算  審  査
【 特 別 会 計 】

問
特
定
検
診
・
特
定
保
健
指
導

費
の
委
託
料
で
１
９
１
万
円
の

不
用
額
が
あ
り
、
何
ら
か
の
検

診
を
行
わ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い

か
。

答
令
和
４
年
度
の
当
初
予
算
で

は
特
定
検
診
の
国
保
加
入
者
受

診
率
を
60
％
見
込
ん
で
い
た
が
、

実
績
で
40
％
程
度
だ
っ
た
。

本町の介護保険医療費 ( 医療給付費 )

令和４年度 令和３年度

総　額　 1人当たり額 総　額　 1人当たり額

3 億 1951 万円 27 万 3 千円 3 億 3045 万円 28 万 1 千円

要介護状態 令和４年度 令和３度

要支援 1 28 22
要支援 2 33 44
要介護 1 45 41
要介護 2 29 28
要介護 3 35 23
要介護 4 28 34
要介護 5 7 6

本町の介護認定状況 ( 単位 : 人 )

海
洋
環
境
改
善
へ
の
取
組
は
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問
公
共
下
水
道
事
業
管
理
費

か
ら
漁
業
集
落
排
水
管
理
費

に
90
万
円
流
用
し
て
い
る
理
由

は
。

答
斑
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
タ
ッ

チ
パ
ネ
ル
が
故
障
し
修
理
を
行

う
た
め
に
流
用
し
た
。

問
事
業
収
入
の
水
道
使
用
料

が
令
和
３
年
度
と
比
較
し
て
約

一
千
万
円
減
少
し
て
い
る
理
由

は
。

答
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
に

よ
る
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
、

基
本
料
金
を
３
期
分
減
額
し
た

こ
と
に
よ
る
減
収
で
あ
る
。

●
町
税
お
よ
び
国
民
健
康
保
険

の
不
能
欠
損
が
多
い
た
め
、
町

民
に
不
公
平
感
を
抱
か
せ
な
い

よ
う
ご
尽
力
い
た
だ
き
た
い
。

●
未
納
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば

口
座
振
替
の
利
用
や
Ｄ
Ｘ
の
推

進
な
ど
、
仕
組
み
を
変
え
る
事

も
必
要
だ
と
思
わ
れ
る
。

●
事
業
評
価
一
覧
表
に
お
い
て
、

実
績
が
上
が
っ
て
い
な
い
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
維
持
と
な
っ
て
い
る

事
業
が
あ
っ
た
。

●
全
体
的
に
不
用
額
が
目
立
っ

て
お
り
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
質

の
低
下
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
当

初
予
算
の
編
成
に
工
夫
が
必
要

と
思
わ
れ
る
。

●
不
用
額
に
つ
い
て
は
、
担
当

者
の
努
力
に
よ
っ
て
支
出
を
抑

え
た
結
果
の
不
用
額
も
あ
る
と

思
わ
れ
る
の
で
、
経
費
削
減
努

力
の
結
果
と
し
て
の
不
用
額
と
、

そ
れ
以
外
の
不
用
額
が
わ
か
る

よ
う
に
す
る
必
要
が
あ
る
。

問
一
般
会
計
で
、
総
務
費
の
新

型
感
染
症
対
策
費
で
購
入
し
て

い
る
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
機
器
の
内

容
と
今
後
の
展
望
は
。

答
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
機
器
整
備

事
業
は
、
令
和
３
年
度
か
ら
の

繰
越
事
業
で
、
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン

２
台
と
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
４
台
を
購

入
し
た
。

　　
利
用
方
法
と
し
て
は
、
来
院

し
た
家
族
が
病
棟
に
入
る
こ
と

な
く
入
院
患
者
と
オ
ン
ラ
イ
ン

で
会
話
が
で
き
る
よ
う
に
利
用

し
て
い
る
。

　　

院
外
で
の
利
用
は
ま
だ
行
っ

て
い
な
い
が
、
今
後
は
往
診
な

ど
院
外
で
の
利
用
を
検
討
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
。

使
用
量
収
入
減
の
理
由
は

◆
簡
易
水
道
事
業
◆

予
算
の
流
用
の
理
由
は

◆
下
水
道
事
業
◆

◆
国
保
診
療
所
◆

◇
委
員
か
ら
の
意
見
◇

オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
の
状
況
は

区　分 対象戸数 接続戸数 接続率

令和４年度末 1,210 948 78.4%

令和３年度末 1,223 940 76.9%

本町の下水道接続戸数 ・ 接続率

斑クリーンセンター

区　分 年間総配水量 年間総有収水量 有収率

令和４年度末 255,378㌧ 211,078㌧ 82.7%

令和３年度末 252,781㌧ 211,778㌧ 83.8%

本町の水道使用料と有収率※

※有収率 ( ゆうしゅうりつ )

給水する水量と料金として収入のあった水量との比率。
漏水などによる水の損失が多いと、 この比率が低下する。

問
昨
年
、
宗
像
市
の
地
島
で
、

市
と
企
業
が
連
携
し
て
島
民
全

員
が
生
活
に
使
用
す
る
洗
剤
を

全
て
無
添
加
の
も
の
を
使
用
す

る
実
証
試
験
が
行
わ
れ
、
下
水

の
処
理
水
の
水
質
が
改
善
さ
れ

た
と
い
う
結
果
が
出
て
い
る
。

　　
当
町
と
し
て
そ
の
よ
う
な
海

洋
環
境
の
改
善
に
繋
が
る
取
り

組
み
は
考
え
て
い
な
い
か
。

答
そ
の
企
業
の
取
り
組
み
は

知
っ
て
い
る
。
企
業
の
取
り
組

み
を
参
考
に
し
な
が
ら
検
討
し

て
い
き
た
い
。

海
洋
環
境
改
善
へ
の
取
組
は
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一般会計補正予算

～
主
な
や
り
と
り
～

～
主
な
や
り
と
り
～

問
定
住
促
進
住
宅
の
整
備
工
事

に
つ
い
て
、
今
回
新
た
に
建
設

す
る
住
宅
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま

で
の
定
住
促
進
住
宅
に
は
あ
っ

た
３
年
間
の
居
住
期
間
の
制
限

が
無
く
、
何
年
で
も
住
む
こ
と

が
で
き
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、

こ
れ
ま
で
の
住
居
者
と
不
公
平

感
が
生
じ
る
の
で
は
。

答
こ
れ
ま
で
の
定
住
促
進
住
宅

は
、
３
年
経
過
後
に
転
居
す
る

住
居
が
無
い
事
例
が
発
生
し
課

題
と
な
っ
て
い
た
。
こ
の
ニ
ー
ズ

に
応
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

今
回
、
制
限
な
し
の
住
居
を
整

備
す
る
。

問
今
回
整
備
す
る
住
宅
は
単
身

者
向
け
だ
が
、
町
長
の
マ
ニ
フ

ェ
ス
ト
に
も
あ
る
よ
う
に
子
育

て
支
援
を
中
心
に
考
え
る
な
ら

ば
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
向
け
の
住
宅

を
定
住
促
進
住
宅
と
し
て
整
備

す
る
考
え
は
な
い
か
。

答
移
住
者
の
割
合
は
今
の
と
こ

ろ
単
身
者
が
多
い
た
め
、
単
身

者
を
優
先
し
て
い
る
。
家
族
向

け
に
つ
い
て
は
、
町
営
住
宅
を

 　1 億 8241 万円増額　41 億 9960 万円に　

問
こ
ど
も
園
の
改
修
工
事
費
と

し
て
５
２
９
０
万
円
補
正
計
上

さ
れ
て
い
る
。
今
回
の
工
事
で

床
下
に
水
が
溜
ま
る
原
因
は
解

消
さ
れ
る
の
か
。

答
老
朽
化
調
査
は
専
門
業
者
に

よ
り
実
施
し
、
前
回
の
改
修
工

事
で
も
携
わ
っ
て
い
た
だ
い
た
業

者
に
詳
し
く
見
て
も
ら
っ
て
い
る

の
で
、
今
回
の
床
下
漏
水
の
原

因
に
つ
い
て
は
間
違
い
な
く
特
定

で
き
て
い
る
も
の
と
し
て
進
め

て
い
る
。

問
３
月
の
卒
園
式
に
間
に
合
わ

せ
る
の
は
難
し
い
の
で
は
。

答
急
い
で
工
事
を
行
う
こ
と
も

大
事
だ
が
、
急
い
だ
が
ゆ
え
に

同
じ
不
具
合
を
繰
り
返
し
て
も

良
く
な
い
の
で
、
卒
園
式
に
間

に
合
わ
な
い
場
合
は
ど
う
す
る

か
も
検
討
を
進
め
て
い
る
。

問
今
回
の
改
修
工
事
を
含
め
、

こ
れ
ま
で
こ
ど
も
園
の
改
修
工

事
に
か
か
っ
た
費
用
は
１
億
円
を

超
え
て
い
る
。
今
後
の
こ
ど
も

園
の
あ
り
方
は
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。

答
用
途
は
限
ら
れ
る
が
、
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
や
福
祉
セ
ン

タ
ー
の
２
階
で
行
っ
て
い
る
取
り

組
み
は
、
こ
ど
も
園
で
も
転
用

可
能
と
考
え
る
。

　　
ま
た
、
高
齢
者
の
介
護
予
防

の
教
室
な
ど
も
利
用
可
能
と
考

え
る
が
、
今
後
、
住
民
の
方
々

と
協
議
し
な
が
ら
、
多
機
能
建

築
の
議
論
を
進
め
て
い
き
た
い
。

 定例９月会議 定例９月会議

こ
ど
も
園
の
改
修
工
事
は

問
新
た
な
放
牧
体
系
促
進
補
助

金
と
し
て
１
０
０
万
円
補
正
計

上
さ
れ
て
い
る
が
、
内
容
は
。

答
肉
用
牛
繁
殖
経
営
の
コ
ス
ト

縮
減
と
省
力
化
を
目
的
と
し
、

増
頭
推
進
に
向
け
た
放
牧
場

の
整
備
・
補
修
改
修
、
Ⅰ
Ｃ
Ｔ

機
器
を
活
用
し
た
放
牧
場
の
管

理
、
畜
産
農
家
と
集
落
組
織
の

連
携
に
よ
り
集
落
保
全
を
図
る

事
業
で
あ
る
。

町
有
住
宅
と
し
て
活
用
し
、
家

族
向
け
に
貸
し
出
す
こ
と
を
検

討
し
て
い
る
。

定
住
促
進
住
宅
の
建
設
予
定
地

　　
2
戸
連
、
3
戸
連
を
１
棟
ず
つ

　　　　　　　　　　
合
計
5
室　
建
設
予
定

こ
ど
も
園
の
状
況

（改
修
前
）

　　
床
下
の
湿
気
で
変
形
し
て
い
た

　　　　　
床
板
を
撤
去
し
た
状
態



  渡 　 　船 　　  事　 　 業		     １６１万円減額		  8839 万円に

　国民健康保険事業		 1016 万円増額	 ４億 8496 万円に

　後期高齢者医療事業		    ２４１万円増額	        ５６７１万円に

　介　護　保　険　事　業		 2394 万円増額	 ４億 2324 万円に

　国民健康保険診療所		    ６００万円増額	 ５億 1290 万円に

～
主
な
や
り
と
り
～

～
主
な
や
り
と
り
～

特別会計補正予算

執行部の皆さんも大変お疲れさまでした
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問
は
ま
ゆ
う
運
航
費
の
財
源
組

み
換
え
の
理
由
は
。

答
は
ま
ゆ
う
エ
ン
ジ
ン
オ
ー
バ
ー

ホ
ー
ル
整
備
工
事
の
財
源
と
し

て
、
当
初
、
起
債
で
計
画
し
て

い
た
が
、
県
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
単

な
る
維
持
補
修
で
は
起
債
対
象

外
と
判
断
さ
れ
た
の
で
、
一
般

財
源
に
組
み
替
え
た
。

問
旧
診
療
所
を
工
事
業
者
に
貸

与
す
る
た
め
、
不
用
品
を
廃
棄

す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
今
後
ど

の
よ
う
な
予
定
か
。

答
９
月
中
に
工
事
業
者
が
打
ち

合
わ
せ
に
来
町
予
定
。
改
修
工

事
を
行
う
た
め
、
実
際
に
利
用

が
開
始
さ
れ
る
の
は
来
年
度
と

予
測
し
て
い
る
。

　　
改
修
工
事
費
用
は
全
額
工
事

業
者
が
負
担
す
る
が
、
大
き
な

改
修
費
と
な
る
た
め
、
不
要
品

の
廃
棄
費
用
は
町
が
負
担
す
る

こ
と
と
な
り
、
６
０
０
万
円
予

算
計
上
し
た
。

問
旧
診
療
所
を
貸
し
て
欲
し
い

と
い
う
業
者
が
い
る
か
い
な
い
か

関
係
な
く
、
廃
棄
す
る
費
用
は

も
と
も
と
必
要
だ
っ
た
の
か
。

答
そ
の
通
り
だ
。

渡　 

船 　
事 　
業

問
正
式
契
約
は
い
つ
ご
ろ
か
。

契
約
内
容
は
議
会
も
目
を
通
し

て
検
討
し
な
い
と
い
け
な
い
と
考

え
る
が
、
ど
う
か
。

答
現
在
は
改
修
工
事
の
設
計
の

承
認
申
請
中
。
正
式
契
約
は
そ

の
後
と
な
る
が
、
契
約
す
る
場

合
は
議
会
に
も
報
告
す
る
。

診　　　
療　　　
所
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  診療所の人工透析導入について診療所の人工透析導入について

森岡 正雄議員

  

本
町
の
人
工
透
析
患
者
は
2
日

に
一
度
、
高
速
船
で
往
復
3
時
間
、

フ
ェ
リ
ー
な
ら
往
復
約
6
時
間
半

を
か
け
佐
世
保
に
通
院
し
て
お
り
、

医
療
費
・
渡
航
費
・
宿
泊
費
の
補

助
は
あ
る
も
の
の
、
心
身
の
負
担

は
相
当
な
も
の
で
、
時
化
や
台
風

で
船
が
欠
航
と
な
れ
ば
、
不
測
の

滞
在
を
強
い
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
、

非
常
に
大
変
な
思
い
を
さ
れ
て
い

る
。

　　
ま
た
、
現
在
健
康
に
暮
ら
し
て

い
る
町
民
も
、
透
析
治
療
が
必
要

と
な
る
可
能
性
が
全
く
な
い
と
は

言
え
ず
、
将
来
的
な
患
者
救
済

も
含
め
て
、
本
町
で
透
析
治
療
を　

 

患
者
救
済
の
た
め
本
町
で
人
工
透
析
が
で
き
な
い
か　

町
長
の
考
え
は
！

患
者
救
済
の
た
め
本
町
で
人
工
透
析
が
で
き
な
い
か　

町
長
の
考
え
は
！  

場
合
に
備
え
る
た
め
、
最
低
５
名

の
看
護
師
増
員
が
必
要
と
な
る
。

　　　　

次
に
ハ
ー
ド
面
で
は
「
透
析
設

備
の
導
入
」
の
問
題
が
あ
る
。

　　
設
備
を
導
入
す
る
に
は
、
場
所

の
確
保
と
、
機
器
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

体
制
の
確
保
が
必
要
と
な
る
。

　　

透
析
設
備
は
「
透
析
装
置
」
・

「
R
О
装
置
」
・「
排
水
装
置

（浄

化
槽
）
」
※
① 

が
必
要
と
な
り
、

設
置
場
所
は
１
階
病
棟
西
側
の
食

堂
兼
休
憩
室
が
考
え
ら
れ
る
。

　　
機
器
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
体
制
の
確

保
に
つ
い
て
は
、
臨
床
工
学
技
師

が
行
う
か
、
専
門
の
業
者
に
委
託

す
る
か
の
２
つ
の
方
法
が
あ
る
。

　　

小
規
模
の
透
析
設
備
で
は
メ

ー
カ
ー
対
応
と
な
る
が
、
緊
急
時

の
対
応
が
困
難
と
な
る
懸
念
が
あ

る
。

通
院
で
き
、
時
化
等
で
宿
泊
と
な

れ
ば
、
宿
泊
業
や
飲
食
業
に
少
な

か
ら
ず
経
済
効
果
も
生
ま
れ
る
。

　　
さ
ら
に
、
夜
間
透
析
が
可
能
に

な
れ
ば
、
就
労
意
欲
の
あ
る
患
者

さ
ん
に
は
日
中
お
仕
事
に
励
ん
で

い
た
だ
け
る
。

　　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
人
工
透
析

を
導
入
す
る
価
値
は
十
分
に
あ
る

と
考
え
、
町
長
に
問
う
。

一  般  質  問一  般  質  問

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

　　
仮
に
、
診
療
所
で
4

名
の
透
析
患
者
を
受
け

入
れ
た
場
合
、
年
に
約

２
０
０
０
万
円
ほ
ど
の

利
益
が
見
込
ま
れ
る
。

　　
ま
た
、
本
町
の
令
和

５
年
度
の
予
算
で
は
、

透
析
患
者
の
渡
航
費
・

宿
泊
費
の
補
助
と
し
て
４
８
０
万

円
が
計
上
さ
れ
て
お
り
、
臨
床
工

学
技
師
や
透
析
室
看
護
師
の
人
件

費
を
差
し
引
い
て
も
、
町
長
の
決

断
次
第
で
実
現
可
能
だ
と
考
え
て

い
る
。

　　
人
工
透
析
の
導
入
に
よ
り
、
常

勤
の
医
師
や
看
護
師
を
増
や
す
こ

と
が
で
き
れ
ば
、
町
長
が
掲
げ
る

行
政
運
営
の
５
本
柱
の
１
つ
で
あ

る
「
医
療
体
制
の
充
実
」
に
も
つ

な
が
る
と
同
時
に
、
透
析
治
療
の

た
め
本
町
へ
の
観
光
や
帰
省
を
あ

き
ら
め
て
い
る
方
々
の
願
い
も
か
な

え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　　
ま
た
、
宇
久
町
の
透
析
患
者
も

　
来
年
度
の
国
へ
の
要
望
で 

人
工
透
析
導
入
を
訴
え
た
い

  

医
療
機
器
は
高
額
な
の
か

医
療
機
器
は
高
額
な
の
か

問
診
療
所
に
人
工
透
析
を
導
入
す

る
と
、
ど
の
よ
う
な
問
題
が
あ
る

か
。

答
ソ
フ
ト
面
で
は
「
医
療
人
材
の

確
保
」
が
問
題
で
あ
る
。

　　
病
床
２
床
で
行
う
場
合
、
看
護

師
２
名
が
必
要
と
な
り
、
透
析
知

識
・
技
術
の
習
得
の
た
め
、
６
か

月
の
研
修
が
必
要
で
あ
る
。

　　
ま
た
患
者
の
容
体
が
急
変
し
た

人
工
透
析
導
入
は
可
能
な
の
か

人
工
透
析
導
入
は
可
能
な
の
か

宿
泊
費
増
額
の
考
え
は
あ
る
か

宿
泊
費
増
額
の
考
え
は
あ
る
か
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問
医
療
機
器
の
費
用
や
人
件
費
は

ど
の
程
度
か
か
る
か
。

答
医
療
機
器
の
概
算
額
は
、
約

２
０
０
０
万
円
と
な
る
。

　　
ま
た
人
件
費
と
し
て
、
看
護
師

５
名
増
員
と
臨
床
工
学
技
士
１
名

増
員
し
た
場
合
、
年
間
概
算
額
で

約
３
０
０
０
万
円
必
要
と
な
る
。

　～質問を終えて～
　　４月の統一地方選挙に出馬をすると決めた時から、 本町の人工透析

導入に取り組むと心に決めていました。

　　そう思うきっかけとなったのは、 今年２月に私がよく知る透析患者さん

が、 佐世保鯨瀬ターミナルにおいて突然意識を喪失し頭部を強打、 懸

命の治療も空しく亡くなるという大変痛ましい事故があったからです。

　　私は、 政治とは命を守ることが最優先事項だと考えています。 国政で

あれば国民の、 県政であれば県民の、 町政であれば町民の命を守る。

　　もう２度と、 同じ悲劇を繰り返してはならないのです。

  

医
療
機
器
は
高
額
な
の
か

医
療
機
器
は
高
額
な
の
か

問
本
町
の
透
析
患
者
の
お
か
れ
た

状
況
は
、
日
本
国
憲
法 

第
２５
条

※
②
に
抵
触
し
て
い
る
よ
う
に
思

う
。
人
工
透
析
導
入
に
つ
い
て
国

に
陳
情
や
相
談
を
し
た
こ
と
は
あ

る
か
。

答
こ
れ
ま
で
に
そ
う
い
っ
た
こ
と
は

し
て
い
な
い
。

問
町
長
は
診
療
所
の
常
勤
医
師
２

名
体
制
を
目
指
し
て
い
る
が
、
何

年
後
に
実
現
し
そ
う
か
。

答
本
年
度
中
に
は
１
名
の
常
勤
医

師
を
確
保
で
き
、
常
勤
医
師
2
名

体
制
と
な
る
。

　　

人
工
透
析
導
入
に
つ
い
て
は
、

人
材
確
保
な
ど
の
面
か
ら
も
２
～

３
年
は
か
か
る
と
考
え
て
い
る
。

問
患
者
さ
ん
に
は
７０
代
の
方
も
い

る
。
体
力
が
衰
え
て
自
力
で
通
え

な
く
な
る
と
、
移
住
す
る
し
か
選

択
肢
が
な
く
な
る
。

答
離
島
振
興
協
議
会
と
過
疎
地
域

促
進
協
議
会
に
お
い
て
、
国
政
要

望
を
す
る
機
会
が
あ
る
。

　　
来
年
度
に
な
る
が
、
離
島
に
お

け
る
医
療
体
制
と
し
て
人
工
透
析

を
要
望
し
た
い
と
思
う
が
、
現
時

点
で
導
入
の
約
束
は
で
き
な
い
。

問
昨
今
の
物
価
上
昇
に
伴
い
、
ホ

テ
ル
料
金
も
増
加
の
一
途
を
た

ど
っ
て
い
る
。
現
在
通
院
に
伴
う

宿
泊
費
は
、
上
限
６
０
０
０
円
の

４
分
の
３
補
助
と
な
っ
て
い
る
が
、

補
助
の
増
額
の
考
え
は
な
い
か
。

答
現
在
の
宿
泊
料
金
に
合
わ
せ
、

人
工
透
析
患
者
通
院
費
補
助
金
支

給
条
例
の
見
直
し
を
検
討
す
る
。

※
①

【
透
析
装
置
】
…
人
工
腎
臓
。

血
液
透
析
で
は
週
に
3
回
通
院

し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

【
R
О
装
置
】
…
透
析
装
置
で

使
う
水
を
綺
麗
に
す
る
機
械
。

【
排
水
装
置
】
…
透
析
装
置
か

ら
排
出
さ
れ
る
、
酸
性
度
の
高

い
水
を
中
性
に
す
る
機
械
。

  

診
療
所
の
利
益
は
あ
る
の
か

診
療
所
の
利
益
は
あ
る
の
か

問
人
工
透
析
導
入
に
よ
る
診
療
所

の
利
益
は
ど
の
程
度
見
込
め
る
か
。

答
患
者
１
人
あ
た
り
の
診
療
費
が

１
か
月
約
４０
万
円
と
し
て
、
年
間

約
１
９
２
０
万
円
の
診
療
報
酬
収

入
が
見
込
ま
れ
る
が
、
人
件
費
が

約
３
０
０
０
万
円
で
あ
る
と
考
え

る
の
で
、
診
療
所
と
し
て
利
益
を

見
込
む
の
は
困
難
で
あ
る
。

宿
泊
費
増
額
の
考
え
は
あ
る
か

宿
泊
費
増
額
の
考
え
は
あ
る
か

    

こ
れ
か
ら
は
国
に
も

こ
れ
か
ら
は
国
に
も

　　　　　　　　

　　　　　　　　     
     

支
援
を
訴
え
る

支
援
を
訴
え
る

※
②　
日
本
国
憲
法 

第
２５
条

　　
す
べ
て
の
国
民
は
、
健
康
で
文

化
的
な
最
低
限
度
の
生
活
を
営
む

権
利
を
有
す
る
。

　　
国
は
、
全
て
の
生
活
部
面
に
つ

い
て
、
社
会
福
祉
、
社
会
保
障
、

及
び
公
衆
衛
生
の
向
上
、
及
び
増

進
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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江川 春朝議員

　　

本
町
で
は
焼
却
炉
の
新
設
を

行
わ
ず
、
燃
え
る
ゴ
ミ
を
新
上
五

島
町
へ
、
家
屋
廃
材
は
佐
世
保
市

へ
と
島
外
搬
出
を
行
っ
て
い
る
が
、

町
民
の
多
く
は
納
得
し
て
お
ら
ず
、

町
長
の
説
明
を
求
め
る
。

　　
結
果
と
し
て
、
ゴ
ミ
焼
却
場
の

新
設
費
用
は
年
間
の
維
持
管
理
費

も
含
め
て
、
新
上
五
島
町
へ
の
処

理
委
託
費
用
の
5
倍
以
上
を
要
す

る
た
め
、
可
燃
ご
み
の
島
外
搬
出

に
至
っ
た
。

  

本
町
の
抱
え
る
様
々
な
問
題
に
つ
い
て　

町
長
の
考
え
は
！

本
町
の
抱
え
る
様
々
な
問
題
に
つ
い
て　

町
長
の
考
え
は
！

一  般  質  問一  般  質  問

問
家
屋
廃
材
の
島
外

搬
出
の
費
用
と
し
て
の

６
０
０
０
万
円
は
、
今

後
も
毎
年
か
か
る
の
か
。

答
今
年
度
の
予
算
で
、

最
終
処
分
場
に
仮
置
き

し
て
い
る
家
屋
廃
材
は

す
べ
て
処
分
す
る
計
画

な
の
で
、
今
年
度
の
よ

う
な
高
額
な
費
用
は
か

か
ら
な
い
。

問
ゴ
ミ
焼
却
炉
を
新
設
し
な
い
理

由
は
。
ま
た
、
新
設
し
た
場
合
と

島
外
搬
出
の
費
用
面
の
説
明
を
お

願
い
す
る
。

答
令
和
15
年
ま
で
の
11
年
間
の

総
費
用
で
新
設
し
た
場
合
は
約

28
億
７
０
０
０
万
円
、
施
設
の
延

命
化
で
約
20
億
７
０
０
０
万
円
と

な
る
が
、
新
上
五
島
町
へ
の
処
理

委
託
は
約
5
億
２
０
０
０
万
円
と

な
る
。

低廉化、役場職員数について低廉化、役場職員数について

  

最
終
処
分
場

最
終
処
分
場  

及
び
及
び

　　　　　　　
ゴ
ミ
焼
却
炉
に
つ
い
て

　　　　　　　
ゴ
ミ
焼
却
炉
に
つ
い
て

焼
却
炉
の
新
設
を

焼
却
炉
の
新
設
を

　　　　　
国
の
補
助
で
や
れ
な
い
か

　　　　　
国
の
補
助
で
や
れ
な
い
か

問
高
齢
者
の
多
い
本
町
は
、
分
別

も
難
し
く
ス
ト
レ
ス
に
な
っ
て
い
る
。

　　
ま
た
、
草
木
が
燃
や
せ
な
く
な

っ
た
こ
と
で
、
指
定
の
ご
み
袋
に
い

っ
ぱ
い
の
草
を
入
れ
て
燃
え
る
ゴ
ミ

に
出
し
て
い
る
方
も
多
く
い
る
。

　　
焼
却
炉
新
設
の
費
用
は
国
の
補

助
を
お
願
い
し
て
も
い
い
の
で
は
な

い
か
。
そ
も
そ
も
ゴ
ミ
処
理
の
広

域
化
も
離
島
ゆ
え
の
多
額
の
費
用

が
か
か
っ
て
い
る
。

　　
ゴ
ミ
や
環
境
問
題
も
手
を
抜
か

ず
一
生
懸
命
考
え
る
姿
勢
が
町
の

魅
力
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
と
思
う
。

答
本
町
の
ゴ
ミ
を
他
の
市
町
村
で

処
理
し
て
も
ら
う
の
は
た
い
へ
ん
心

苦
し
い
が
、
国
か
ら
も
県
を
通
し

て
広
域
化
を
図
る
よ
う
に
と
再
三

言
わ
れ
て
い
る
。

　　

広
域
化
に
つ
い
て
は
平
成
29
年

度
か
ら
協
議
さ
れ
、
議
会
で
も
承

認
さ
れ
た
こ
と
で
あ
り
、
島
外
搬

出
に
は
了
承
い
た
だ
き
た
い
。

船
賃
低
廉
化
に
つ
い
て

船
賃
低
廉
化
に
つ
い
て

役
場
の
職
員
数
に
つ
い
て

役
場
の
職
員
数
に
つ
い
て

 

こ
れ
か
ら
も
積
極
的
に
取
り
組
み
た
い 
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問
議
員
6
名
で
九
州
商
船
本
社
に

赴
き
、
社
長
は
じ
め
、
役
員
の
方
々

と
協
議
し
要
望
を
し
っ
か
り
伝
え

て
き
た
。
そ
の
後
、
フ
ェ
リ
ー
、
高

速
船
の
運
賃
低
廉
化
に
向
け
た
本

町
の
取
り
組
み
を
聞
く
。

答
7
月
13
日
に
、
航
路
運
賃
低
廉

化
の
担
当
部
局
で
あ
る
内
閣
府
総

合
海
洋
政
策
推
進
事
務
局
に
対

し
、
航
路
運
賃
の
現
状
を
説
明
し

支
援
を
お
願
い
し
た
。

　　
ま
た
、
県
の
離
島
振
興
協
議
会
、

過
疎
地
域
協
議
会
の
国
政
へ
の
要

望
書
を
作
成
し
て
お
り
、
10
月
に

国
土
交
通
省
へ
要
望
す
る
。

問
小
値
賀
町
役
場
は
人
手
不
足
な

の
か
。
ま
た
、
正
職
員
と
会
計
年

度
任
用
職
員
の
合
計
は
何
名
く
ら

い
が
適
正
と
考
え
て
い
る
か
。

答
本
町
職
員
は
定
数
条
例
で
は

１
０
５
名
と
な
っ
て
い
る
が
、
令
和

5
年
8
月
1
日
現
在
、
84
名
で
定

数
か
ら
21
名
少
な
い
状
況
だ
。

　　
経
験
豊
富
な
職
員
の
退
職
に
加

え
、
近
年
の
I
Ｔ
進
化
に
よ
る
専

門
的
知
識
、
人
口
減
少
問
題
、
超

高
齢
化
問
題
、
子
育
て
支
援
、
さ

ら
に
は
コ
ロ
ナ
問
題
と
様
々
な
課
題

が
あ
り
、
職
員
が
対
応
で
き
て
い

な
い
現
状
だ
。

　　

適
正
な
人
員
数
に
つ
い
て
は
、

現
在
よ
り
も
10
名
ほ
ど
は
確
保
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　　
な
お
、
職
員
1
名
と
会
計
年
度

任
用
職
員
1
名
が
同
様
で
は
な
い

の
で
、
正
確
な
人
数
に
つ
い
て
の
判

断
は
難
し
い
。

　～質問を終えて～
　　私の一般質問は、 町民のみなさんの声、 そのままであり、 みなさ
んの普段の会話、 そのものです。
　その中でも、 町長や役場に、 「面と向かって言いにくい、 町民の
本音」 を直接伝えることが、 私に課せられた唯一の使命であり、
一番大切なことだと思います。
　　机上の空論ではなく、 勇気さえあれば誰でもできます。 その勇気
を、 みなさんに与えられ、 背中を押して頂いているからこそ、 今の
私があります。 今後もビシバシよろしくお願いします！

ゴミ問題、男女間格差、船賃ゴミ問題、男女間格差、船賃

男
女
間
格
差
に
つ
い
て

男
女
間
格
差
に
つ
い
て

問
6
月
定
例
会
の
一
般
質
問
の

際
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
、
男
女

間
格
差
問
題
に
つ
い
て
の
質
問
に

対
し
、
町
長
の
答
弁
で
「
今
後
の

役
場
職
員
は
男
女
関
係
な
く
実
力

で
登
用
す
る
こ
と
と
し
、
男
女
共

同
参
画
計
画
を
策
定
し
、
男
女
共

同
参
画
社
会
づ
く
り
に
向
け
推
進

し
て
い
く
」
と
あ
っ
た
が
、
そ
の
後

4
か
月
の
取
り
組
み
を
聞
く
。

答
本
町
の
各
種
委
員
に
つ
い
て
、

高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
、
介
護

保
険
事
業
計
画
策
定
委
員
に
お
い

て
は
、
前
回
の
女
性
委
員
比
率
は

２０
％
だ
っ
た
が
、
今
回
14
名
中
7

名
の
女
性
委
員
を
選
任
し
、
比
率

は
50
％
と
な
っ
て
い
る
。

　　

診
療
所
運
営
協
議
会
委
員
に

お
い
て
は
、
前
回
の
女
性
委
員
比

率
は
１６
・
７
％
だ
っ
た
が
、
今
回
6

名
中
2
名
の
女
性
委
員
を
選
任
し

３３
・
３
％
と
な
っ
て
お
り
、
女
性
委

員
の
構
成
比
率
の
向
上
へ
推
進
し

て
い
る
。

　　
今
後
も
、
女
性
が
意
見
を
発
し

や
す
い
環
境
づ
く
り
に
配
慮
し
て
い

き
た
い
。

船
賃
低
廉
化
に
つ
い
て

船
賃
低
廉
化
に
つ
い
て

役
場
の
職
員
数
に
つ
い
て

役
場
の
職
員
数
に
つ
い
て
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今田 光弘議員

　　
医
師
住
宅
を
2
棟
新
築
す
る
こ

と
に
つ
き
、
3
月
に
行
わ
れ
た
令

和
5
年
度
当
初
予
算
を
決
め
る
予

算
特
別
委
員
会
に
お
い
て
、
小
値

賀
町
健
康
国
民
保
険
診
療
所
特
別

会
計
予
算
は
賛
成
多
数
で
本
会
議

に
て
成
立
し
た
が
、
執
行
部
は
町

長
の
独
任
制
で
あ
る
以
上
、
議
会

と
し
て
し
っ
か
り
監
視
す
る
こ
と
が

二
元
代
表
制
の
基
本
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
本
件
に
つ
い
て
改
め
て
町
長

の
考
え
を
伺
う
。

　
急
な
呼
び
出
し
に
対
応
す
る
た
め 

近
隣
地
に
新
築
が
最
善

問
昨
年
度
、
医
師
用
の
住
宅
建
設

を
事
業
費
約
８
０
０
０
万
円
で
予

算
化
し
て
お
り
、
財
源
は
地
方
債

が
３
０
７
０
万
円
、
国
民
健
康
保

険
給
付
費
等
の
交
付
金
や
辺
地
債

な
ど
が
４
９
２
３
万
円
。

　　
一
般
財
源
は
6
万
円
余
り
と
い

う
こ
と
だ
っ
た
が
、
建
設
資
材
の

高
騰
な
ど
を
理
由
に
3
月
議
会
で

減
額
補
正
を
し
た
。

　　

１
棟
33
・
３
坪
で
４
０
０
０
万

円
、
坪
単
価
１
２
０
万
円
余
り
と

な
り
、
も
う
少
し
床
面
積
を
減
ら

す
な
ど
の
工
夫
が
あ
れ
ば
、
予
算

内
で
の
建
築
は
可
能
だ
っ
た
の
で

は
な
い
か
。

答
実
施
設
計
を
行
う
中
で
、
予
算

額
８
０
０
０
万
円
に
対
し
、1

億

円
超
の
金
額
が
見
込
ま
れ
、
ま
た

今
後
に
お
い
て
も
資
材
の
高
騰
、

建
築
単
価
お
よ
び
人
件
費
等
の
上

昇
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
令

和
4
年
度
予
算
で
の
実
施
は
不
可

能
と
判
断
し
、
令
和
5
年
度
当
初

予
算
で
計
上
す
る
に
至
っ
た
。

問
医
師
住
宅
建
設
事
業
に
新
た
に

１
億
１
２
０
０
万
円
の
予
算
が
提

示
さ
れ
た
。

　　

昨
年
度
よ
り
３
２
０
０
万
円
の

増
額
だ
が
、
27
坪
と
27
・
２
坪

で
５
６
０
０
万
円
と
な
り
坪
単
価

２
０
５
万
円
超
と
な
る
。

　　

昨
年
度
の
計
画
で
は
坪
単
価

１
２
０
万
円
余
り
で
あ
り
、
坪
単

価
２
０
５
万
円
超
は
あ
ま
り
に
高

す
ぎ
な
い
か
。

一  般  質  問一  般  質  問
 

建
築
費
が
あ
ま
り
に
高
額
す
ぎ
る　

空
き
家
を
活
用
で
き
な
い
か
！

建
築
費
が
あ
ま
り
に
高
額
す
ぎ
る　

空
き
家
を
活
用
で
き
な
い
か
！

  医師住宅の新築について医師住宅の新築について

何
故
こ
こ
ま
で
高
額
に
な
る
の
か

何
故
こ
こ
ま
で
高
額
に
な
る
の
か

答
作
業
員
の
人
件
費
や
、
建
築
資

材
の
高
騰
が
見
込
ま
れ
て
い
る
こ

と
、
ま
た
上
下
水
道
の
配
管
工
事

に
つ
い
て
、
流
水
勾
配
の
関
係
で

延
長
が
伸
び
た
こ
と
な
ど
が
主
な

原
因
だ
。

新
築
で
あ
る
必
要
は
あ
る
か

新
築
で
あ
る
必
要
は
あ
る
か

空
き
家
の
リ
フ
ォ
ー
ム
は
ど
う
か

空
き
家
の
リ
フ
ォ
ー
ム
は
ど
う
か

税
金
の
無
駄
遣
い
は
許
さ
れ
な
い

税
金
の
無
駄
遣
い
は
許
さ
れ
な
い

医師住宅建設予定地
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問
現
在
、
医
療
保
険
職
員
住
宅
に

住
む
常
勤
医
師
な
ど
に
、
新
築
で

な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
か
相
談
を
し

た
か
。

答
関
係
機
関
な
ど
に
相
談
し
て
い

る
。
医
師
自
身
の
健
康
な
ど
の
た

め
に
も
必
要
で
、
受
け
入
れ
態
勢

の
基
盤
と
し
て
住
環
境
整
備
は
重

要
と
考
え
、
新
築
住
宅
の
整
備
を

実
施
し
た
い
。

問
住
宅
の
確
保
は
絶
対
条
件
で
あ

る
が
、
町
内
に
散
見
さ
れ
る
空
き

家
を
リ
フ
ォ
ー
ム
し
た
ほ
う
が
、
重

要
文
化
的
景
観
区
域
を
擁
す
る
本

町
の
方
向
性
に
あ
っ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
。

答
医
師
は
急
な
呼
び
出
し
な
ど
に

対
応
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
隣

接
地
に
住
居
を
整
備
す
る
こ
と
が

望
ま
し
い
と
考
え
、
新
築
住
宅
の

整
備
が
必
要
で
あ
る
。

問
旧
診
療
所
の
横
に
医
師
住
宅
が

2
棟
あ
る
が
、
リ
フ
ォ
ー
ム
を
し
て

再
び
医
師
住
宅
と
し
て
利
用
す
る

の
は
ど
う
か
。

答
現
在
、
１
棟
は
貸
家
と
し
て
利

用
さ
れ
て
お
り
、
も
う
１
棟
は
長

崎
大
学
医
学
部
の
学
生
や
、
島
外

か
ら
の
医
療
ス
タ
ッ
フ
な
ど
の
誘
致

の
た
め
月
２
回
ほ
ど
利
用
し
て
い

る
。

　　
今
後
も
短
期
的
な
受
け
入
れ
先

と
し
て
活
用
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　～質問を終えて～

　　医師住宅を２棟建てるのに１億２千万円。 管路工事などを除いて
も建物の坪単価がおよそ 160 万円とのことで、 これを高いとは思
わず妥当な金額だと言い切った答弁に驚きました。
  またこの先、 公共施設の老朽化が進んで維持管理費が増えてい
くにもかかわらず、 古い施設を壊さず新しい施設を増やしていくこと
に、 とても大きな不安を感じます。

新
築
で
あ
る
必
要
は
あ
る
か

新
築
で
あ
る
必
要
は
あ
る
か

空
き
家
の
リ
フ
ォ
ー
ム
は
ど
う
か

空
き
家
の
リ
フ
ォ
ー
ム
は
ど
う
か

税
金
の
無
駄
遣
い
は
許
さ
れ
な
い

税
金
の
無
駄
遣
い
は
許
さ
れ
な
い

問
令
和
４
年
度
の
実
質
公
債
費
比

率
は

8.5
％
で
、
数
年
後
に
は
12
％

に
な
る
。

　　
過
疎
債
を
利
用
す
る
と
本
町
の

負
担
は
少
な
く
な
る
が
、
そ
の
分
、

国
民
の
税
金
を
た
く
さ
ん
使
っ
て

い
る
訳
だ
が
、
本
町
さ
え
よ
け
れ

ば
い
い
と
い
う
考
え
方
は
避
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
い
う
意
識

感
覚
は
持
っ
て
い
る
か
。

答
国
に
お
い
て
も
過
剰
投
資
に
な

ら
な
い
よ
う
調
整
を
し
て
い
る
。

　　
過
疎
債
で
適
用
で
き
る
も
の
は

過
疎
債
を
使
い
、
辺
地
債
で
対
応

で
き
る
も
の
は
辺
地
債
を
使
う
こ

と
で
、
一
般
財
源
を
減
ら
す
努
力

を
し
て
い
る
。

　　
今
年
や
来
年
で
終
わ
る
債
務
も

あ
り
、
公
債
費
比
率
は
上
が
り
続

け
る
も
の
で
は
な
い
の
で
心
配
は

な
い
。

旧医師住宅
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立石 光助議員

　　
近
年
、
自
然
災
害
の
リ
ス
ク
が

増
え
、
本
町
も
例
外
で
は
な
い
。

3
年
前
の
台
風
に
お
い
て
も
実
感

し
て
い
る
と
思
う
。

　　

現
在
、
町
の
指
定
避
難
所
は
、

若
者
交
流
セ
ン
タ
ー
と
セ
ミ
ナ
ー
ハ

ウ
ス
、
福
祉
避
難
所
は
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
、
そ
れ
以
外
は
全
て
体
育

館
で
あ
る
。　
体
育
館
へ
の
避
難
を

基
本
と
す
る
と
、
距
離
、
空
調
、

感
染
症
対
策
、
要
配
慮
者
の
移
動

等
、
様
々
な
課
題
が
あ
る
。

　　
３
年
前
の
台
風
以
降
、
簡
易
ク

ー
ラ
ー
や
ベ
ッ
ド
、
間
仕
切
り
等
購

入
さ
れ
、
住
環
境
は
改
善
さ
れ
た
。

　　
だ
が
、
大
型
避
難
所
が
安
全
安　　　　　

問
①
本
町
国
土
強
靱
化
地
域
計
画

に
、「
住
民
、
地
区
住
民
セ
ン
タ
ー

な
ど
、
地
域
ご
と
に
身
近
に
避
難

で
き
る
避
難
所
の
整
備
を
進
め
、

地
域
の
防
災
拠
点
と
し
て
の
役
割

を
果
た
せ
る
よ
う
、
開
口
部
の
暴

風
対
策
工
事
等
、
改
修
を
実
施
す

る
。」
と
あ
る
が
、
総
合
体
育
館

の
耐
震
補
強
等
に
大
規
模
な
予
算

を
投
じ
る
よ
り
も
、
計
画
に
記
載

ど
お
り
地
区
住
民
セ
ン
タ
ー
な
ど

の
防
災
力
強
化
に
予
算
を
充
て
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

問
②
地
域
ご
と
に
安
全
な
避
難
場

所
の
整
備
が
優
先
と
の
考
え
か
ら
、

各
消
防
団
詰
所
に
避
難
所
の
機
能

を
持
た
せ
、
整
備
し
て
は
ど
う
か
。

答
元
の
体
制
が
整
っ
て
い
る
場
合

は
、
開
口
部
補
強
等
の
防
災
性
向

上
整
備
を
行
っ
た
上
、「
地
域
避

難
施
設
」
に
加
え
る
こ
と
は
可
能

　　
ま
た
、
身
近
な
方
々
同
士
な
の

で
一
緒
に
避
難
行
動
も
取
り
や
す

い
。
し
か
も
、地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、

災
害
対
応
能
力
と
綿
密
な
関
係
が

あ
る
。

　　
阪
神
淡
路
大
震
災
で
は
、
住
民

に
よ
る
救
助
数
は
、
警
察
、
消
防
、

自
衛
隊
の
救
助
数
の
約
３
倍
だ
っ

た
。

　　
ま
た
、
国
交
省
の
意
識
調
査
で

は
、
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
移
住
者
の
、
約

30
％
は
自
然
災
害
の
リ
ス
ク
の
低

さ
を
居
住
地
の
魅
力
と
し
て
い
る
。

　　

集
落
単
位
の
避
難
所
が
あ
れ

ば
、
安
全
が
増
し
、
心
身
と
も
に

負
荷
が
減
り
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
強
化
、
人
口
流
出
の
予
防
、
更

に
は
移
住
者
増
に
も
繋
が
る
。

　　

や
は
り
、
大
規
模
避
難
よ
り
、

集
落
単
位
の
避
難
体
制
の
方
が
、

本
町
存
続
に
非
常
に
重
要
だ
と
考

え
、
町
長
に
２
点
質
問
す
る
。

一  般  質  問一  般  質  問

避難所のあり方について避難所のあり方について

心
で
最
適
と
は
言
え
な

い
。
要
配
慮
者
の
方
の

中
に
は
、
遠
慮
し
避
難

し
な
い
方
も
い
る
。
仕

事
な
ど
で
避
難
が
遅
れ

て
し
ま
い
避
難
す
る
時

に
は
既
に
危
険
な
状
況

の
場
合
や
、
避
難
先
の

環
境
が
嫌
で
避
難
を
た

め
ら
う
方
も
い
る
。

 

避避  

難難  

所所  

整整  

備備  

にに  

つつ  

いい  

てて  

問問  

うう  

！！  

　
指
摘
の
点
に
関
し
て
は 

参
考
に
し
検
討
す
る

　　

仮
に
自
宅
が
被
災
し
た
場
合
、

避
難
所
か
ら
自
宅
を
復
旧
す
る
事

に
な
る
が
、
車
を
所
有
し
て
い
な

い
場
合
な
ど
は
移
動
が
負
担
と
な

り
、
復
旧
に
時
間
が
か
か
る
。
更

に
、
避
難
所
の
運
営
を
担
っ
て
い
る

役
場
職
員
の
方
々
に
も
大
き
な
負

担
が
か
か
っ
て
い
る
。

　　
以
上
よ
り
、
体
育
館
へ
の
集
中

避
難
よ
り
、
各
集
落
ご
と
に
避
難

で
き
た
方
が
安
全
面
の
み
な
ら
ず
、

様
々
な
面
で
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

　　
ま
ず
、
地
域
避
難
所
は
地
域
住

民
で
運
営
す
る
よ
う
に
な
る
た
め
、

役
場
の
負
担
減
か
ら
職
員
は
家
族

を
守
る
行
動
が
取
り
易
く
な
る
。

集
落
単
位
の
避
難
所
整
備
を

集
落
単
位
の
避
難
所
整
備
を
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で
あ
る
。
他
の
公
共
施
設
の
整
備

状
況
等
も
踏
ま
え
、
今
後
検
討
し

て
い
く
。

　　
消
防
の
詰
所
単
位
に
避
難
所
機

能
を
持
た
せ
る
こ
と
は
、
避
難
所

の
全
体
的
な
考
え
方
か
ら
し
て
、

で
き
な
い
。

　　

し
か
し
地
区
住
民
セ
ン
タ
ー
の

防
災
性
向
上
を
合
わ
せ
、
一
体
的

な
整
備
を
考
え
る
必
要
は
あ
る
。

問
３
年
前
の
台
風
の
時
、
総
合
体

育
館
に
１
８
８
人
が
避
難
し
た
。

　　
今
は
ス
ポ
ッ
ト
ク
ー
ラ
ー
や
ベ
ッ

ド
等
準
備
は
あ
る
が
、
人
数
に
合

わ
せ
ク
ー
ラ
ー
の
稼
働
は
現
実
的

に
不
可
能
で
、
約
20
台
も
の
発
電

機
が
必
要
に
な
る
。

　　
集
落
規
模
の
場
合
だ
と
発
電
機

は
２
台
程
度
。
更
に
雨
水
タ
ン
ク
・

浄
化
フ
ィ
ル
タ
ー
・
バ
イ
オ
ト
イ
レ

の
導
入
費
用
は
50
万
円
程
で
、
地

区
資
金
で
も
十
分
賄
え
る
。
や
は

り
集
落
ご
と
の
方
が
最
適
だ
と
考

え
る
。

答
そ
れ
が
理
想
だ
が
、
当
町
の
行

政
力
、
住
民
の
防
災
力
を
考
え
る

と
現
状
で
は
不
可
能
だ
と
思
う
。

　　
今
は
、
体
育
館
等
大
き
い
施
設

利
用
を
中
心
に
考
え
て
い
る
が
、

地
区
会
等
が
避
難
所
を
開
設
し
運

営
が
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、
開
口

部
等
改
修
す
る
計
画
は
あ
る
。

　　
ま
ず
は
地
区
会
の
運
営
能
力
を

高
め
る
必
要
が
あ
る
。

　　

町
と
宿
泊
施
設
が
連
携
す
る

と
、
環
境
面
か
ら
も
そ
ち
ら
に
避

難
が
偏
り
殺
到
す
る
お
そ
れ
も
あ

り
、
行
政
と
し
て
は
難
し
い
が
、

将
来
的
な
こ
と
を
考
え
る
と
必
要

な
こ
と
な
の
で
検
討
し
た
い
。

問
連
携
協
定
を
結
ぶ
と
、
自
助
で

宿
泊
施
設
に
避
難
す
る
方
の
負
担

軽
減
に
も
な
る
。

　　
福
祉
避
難
所
は
福
祉
セ
ン
タ
ー

だ
け
だ
が
、
高
齢
者
が
増
え
る
中
、

福
祉
避
難
所
は
高
齢
者
、
体
が
不

自
由
な
人
、
子
ど
も
連
れ
の
人
た

ち
等
、
大
規
模
避
難
所
に
行
き
に

く
い
人
が
利
用
で
き
る
福
祉
避
難

所
が
足
り
な
く
な
る
と
感
じ
る
。

　　
こ
ど
も
園
は
子
ど
も
を
持
つ
人

の
避
難
所
と
し
て
最
適
で
あ
る
し
、

図
書
館
も
同
じ
で
あ
る
。
さ
ま
ざ

ま
な
施
設
と
連
携
し
、
福
祉
避
難

所
の
整
備
も
必
要
だ
。

答
福
祉
避
難
所
に
こ
ど
も
園
や
小

中
学
校
を
指
定
し
て
い
な
い
理
由

に
、
教
育
が
滞
る
と
い
う
点
が
あ

る
。

　
し
か
し
今
後
、
指
定
避
難
所
、

福
祉
避
難
所
を
考
え
る
時
、
参
考

と
し
検
討
す
る
。

　～質問を終えて～
　　人々がそこで住み続けたいと思うためには、 安全に安心して暮らせる

ことが大前提です。

　　3 年前の台風 9 号 10 号襲来の際、「 もうここには住むことができな

いかも ・ ・ ・ 」 と一瞬でも思われた方も少なくないと思います。 普段あ

まり意識することはありませんが、 この安全の上に私たちの生活や仕事・

教育が成り立っています。 絶対安全ということはまずあり得ませんが、 リ

スクを減らす努力は最大限すべきですので、 地域の方々からのご意見 ・

ご要望をたくさんお聞かせください。 お待ちしております！！

様
々
な
施
設
と
連
携
し

様
々
な
施
設
と
連
携
し

　　　　　　
多
様
な
避
難
所
整
備
を

　　　　　　
多
様
な
避
難
所
整
備
を

問
地
区
か
ら
町
に
避
難
所
申
請
を

出
し
、
町
が
証
明
書
を
発
行
、
登

録
し
、支
援
物
資
な
ど
が
届
く
「
届

出
避
難
所
」
制
度
が
全
国
に
あ
る

が
、
考
え
て
い
る
か
。

答
運
用
運
営
が
可
能
な
集
落
は
、

集
合
避
難
よ
り
も
、
集
落
避
難
の

方
が
い
い
。
そ
こ
に
は
、
や
は
り
施

設
の
整
備
等
も
必
須
で
あ
る
。

問
届
出
避
難
所
以
外
に
も
、
利
用

で
き
る
リ
ソ
ー
ス
は
あ
る
。
災
害

時
に
民
間
宿
泊
施
設
と
連
携
協
定

を
結
ん
で
い
る
自
治
体
も
あ
る
。

　　
集
落
ご
と
の
整
備
が
予
算
の
都

合
で
難
し
い
場
合
、
そ
の
連
携
も

手
だ
と
思
う
。

答
行
政
力
の
関
係
上
、
範
囲
拡
大

に
は
躊
躇
し
て
い
る
。

　　
宿
泊
施
設
に
は
自
ら
の
判
断
で

泊
ま
っ
て
い
る
方
も
い
る
。

避難所のようす （総合体育館）
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町道唐見崎線の法
の り

面の工事は今回の工事で完了
の予定。

町
道
唐
見
崎
線
災
害
防
除
工
事

請負 :㈱友建設

金額 :2018 万円

工期 :令和５年 10 月

請負 :門田建設㈱

金額 :330 万円

工期 :完了

前
方
漁
港
浮
桟
橋
補
修

請負 :㈱友建設

金額 :１億 1770 万円

工期 :令和６年２月

大
島
分
校
体
育
館
改
修
工
事

農
業
用
施
設
災
害
復
旧
工
事

請負 :㈱細川建設

金額 :206 万円

工期 :令和６年２月

施工前 施工中

ため池の災害復旧工事 (市司地区 )

施工中 (近浦地区 )

防
火
水
槽
改
良
工
事

請負 :細川建設㈱

金額 :1468 万円

工期 :令和６年２月

(浜津後目地区 )

新
規
就
農
者
牛
舎
整
備
支
援
事
業

最
終
処
分
場
家
屋
廃
材
島
外
搬
出
業
務
委
託

農
地
災
害
復
旧
工
事

町内のいろいろな工事などのよう町内のいろいろな工事などのようすす
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新
規
就
農
者
牛
舎
整
備
支
援
事
業

そ
の
他
の
主
な
事
業

事業名称 請負業者名 金額 予定工期

町道野崎本線道路改修工事 ( その 2) ㈱友建設 　462 万円　令和 5 年 10 月

浜津漁港機能増進工事 ( その 2) ㈱九電工 　396 万円 令和 6 年 2 月

区画線改修工事 長星安全産業㈱ 　197 万円 令和 5 年 10 月

空港トンネル改修工事 ( その 1) ㈱九電工 95 万円　令和 5 年 10 月

最
終
処
分
場
家
屋
廃
材
島
外
搬
出
業
務
委
託

～日ごろから現地に出向き、 状況の把握に努めています～

３業者が同時に入って効率的に作業を行います。
搬出先は佐世保市内。
早ければ年内にも更地に戻る予定です。

３工区 :㈱友建設

金額 :1068 万円

２工区 :㈱細川建設

金額 :1069 万円

１工区 :( 有 ) 出口建設

金額 :1067 万円

作業前

作業中

農
地
災
害
復
旧
工
事

( 施工前 ) ( 施工中 )

請負 :㈱細川建設

金額 :289 万円

工期 :令和５年 10 月

笛吹郷地内の３か所の
災害復旧工事です。

農
協
倉
庫
整
備
支
援
事
業

国補助 1/2 以内

補助残額の 1/2 以内

を町が補助

牛舎整備の 1/2 以内

の支援

対象 =２経営体
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今年の夏は楽しい行事が今年の夏は楽しい行事が
たくさんありましたたくさんありました‼‼

お
ぢ
か
夏
祭
り
大
会

お
ぢ
か
夏
祭
り
大
会

中
高
生
合
同
体
育
祭

中
高
生
合
同
体
育
祭

北
松
西
高
校
文
化
祭

北
松
西
高
校
文
化
祭

こ
ど
も
で
じ
ま
は
く

こ
ど
も
で
じ
ま
は
く

　　
4
年
ぶ
り
の
フ
ル
開
催
と
な
っ
た

第
４１
回
お
ぢ
か
夏
祭
り
大
会
。

　　
子
ど
も
達
に
よ
る
和
太
鼓
、
ち

か
は
な
＆
北
松
西
高
校
吹
奏
楽
部

に
よ
る
演
奏
、
み
ん
な
で
盆
踊
り
、

そ
し
て
歌
手
タ
ナ
カ 

ハ
ル
ナ
さ
ん
の

コ
ン
サ
ー
ト
と
、
４
年
ぶ
り
の
夏
祭

り
は
大
大
大
盛
況
で
し
た
。

　　

ス
カ
ッ
と
晴
れ
た
青
空
の
下
、

久
し
ぶ
り
に
観
客
の
入
場
制
限
の

な
い
中
高
体
育
祭
で
し
た
。

　　
多
く
の
来
賓
、
保
護
者
、
関
係

者
、
観
客
の
皆
さ
ん
が
見
守
る
中
、

ア
ツ
い
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し

た
。
高
校
３
年
生
は
良
い
想
い
出

と
な
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　　

体
育
祭
が
終
わ
っ
て
ホ
ッ
と
一

息
。
と
は
い
か
ず
、
今
度
は
文
化

祭
で
す
。
生
徒
の
皆
さ
ん
は
大
変

な
思
い
を
さ
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　　
大
き
な
行
事
が
次
々
と
終
わ
り
、

い
よ
い
よ
３
年
生
は
新
た
な
旅
立

ち
の
準
備
に
突
入
で
す
。

　　
夢
に
向
か
っ
て
頑
張
っ
て
！

　　
総
合
運
動
公
園
体
育
館
に
所
狭

し
と
並
べ
ら
れ
た
た
く
さ
ん
の
遊

具
に
、
お
ぢ
か
っ
子
た
ち
は
大
喜

び
！
時
間
を
忘
れ
て
遊
び
ま
わ
っ

て
い
ま
し
た
。

　　
た
く
さ
ん
の
子
ど
も
達
の
笑
顔

を
見
て
、
町
で
予
算
を
立
て
て
で

も
や
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
し
た
。

ちかまるくんも来たよ！タナカ ハルナさんの美声に酔いしれる皆さん

中高校生みんなで力を合わせて応援合戦

３年生有志によるバンド演奏

０～２歳児向けのかわいい遊具もありました

躍動感溢れる跳び箱

２年生による劇

初めてのカートに大興奮！
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～電気工事を通して暮らしを支える～～電気工事を通して暮らしを支える～

起業や事業拡大などで雇用の場を増やす取り組みをする意欲がある人に、 国 ・ 県 ・ 町が補助金を出
す雇用機会拡充事業も８年目を迎えました。 今回は令和 3 年度採択の立石電業さんに突撃しました。
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    「（「（有有）） 立石電業 立石電業 」」　立石　　立石　通通
とおるとおる

　さん　さん

事務所は笛吹商店街の本通り沿いにあります

雇用機会拡充事業で導入した高所作業車

災
害
復
旧
な
ど
に
も
幅
広
く
利
用
し
て
ほ
し
い

　　
長
年
、
佐
世
保
で
の
電
気
工

事
の
経
験
と
実
績
を
積
ま
れ
て

き
た
立
石
さ
ん
は
、
令
和
元
年

に
Ｕ
タ
ー
ン
。
同
年
９
月
に
立
石

電
業
の
小
値
賀
事
業
所
を
笛
吹

商
店
街
に
あ
る
旧
・
お
ー
が
に
っ

く
の
空
き
店
舗
を
利
用
し
て
開

業
し
、
こ
れ
ま
で
街
灯
や
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
の
ナ
イ
タ
ー
な
ど
の
更

新
、
北
松
西
高
校
体
育
館
の
照

明
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
工
事
や
、
個
人
宅

の
電
気
工
事
な
ど
を
請
け
て
こ

ら
れ
ま
し
た
。

　　
令
和
３
年
度
に
こ
の
事
業
を

使
っ
て
高
所
作
業
車
を
導
入
。

危
険
が
伴
う
高
所
で
の
電
気
工

事
だ
け
で
な
く
、
台
風
通
過
後

の
折
れ
た
木
枝
の
片
付
け
等
幅

広
く
利
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
、

と
の
こ
と
で
す
。

や
福
利
厚
生
を
提
供
で
き
な

い
」
と
問
題
視
さ
れ
て
い
ま
す
。

　　
ま
た
、
今
後
に
つ
い
て
は
「
同

業
の
事
業
者
が
複
数
あ
る
ほ
う

が
市
場
の
バ
ラ
ン
ス
を
健
全
に
保

つ
た
め
に
は
良
い
。
今
後
は
後

継
者
を
雇
用
・
育
成
し
、
事
業

拡
大
し
た
い
。
島
民
だ
け
で
な

く
島
外
か
ら
の
移
住
者
も
、
電

気
工
事
に
興
味
の
あ
る
人
が
い

た
ら
、
積
極
的
に
採
用
し
て
い

き
た
い
。」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し

た
。
今
後
も
町
の
暮
ら
し
を
支

え
続
け
て
頂
き
た
い
で
す
。

　
公
共
工
事
に
お
け
る
一
般
競

争
入
札
で
は
、
不
当
に
安
い
価

格
で
の
落
札
、
所
謂
ダ
ン
ピ
ン

グ

（不
当
廉
売
）
対
策
と
し
て

最
低
落
札
価
格
を
定
め
て
い
る

市
町
村
が
全
体
の
８
割
と
な
っ

て
い
ま
す
。
小
値
賀
町
で
は
予

定
価
格
が
一
千
万
円
以
下
の
場

合
、
最
低
制
限
落
札
価
格
が
設

定
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　　
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
立
石
さ

ん
は
「
利
益
を
度
外
視
し
た
、

あ
ま
り
に
も
低
い
価
格
で
落
札

が
行
わ
れ
る
と
、
適
切
な
給
与

適
正
価
格
で
落
札
さ
れ
る
こ
と
が
重
要
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編 　集 　後 　記
　　
先
日
行
わ
れ
た
令
和
５
年

９
月
会
議
で
は
、
新
人
議
員

は
初
の
決
算
特
別
委
員
会
を

経
験
し
ま
し
た
。

　　
「
議
員
必
携
」
に
は
、「
決

算
審
査
は
、
議
会
が
決
定
し

た
予
算
が
適
正
に
執
行
さ
れ

て
い
る
か
審
査
し
、
そ
の
効

果
を
測
定
し
、
住
民
に
代
わ
っ

て
行
政
効
果
を
評
価
す
る
、
き
わ

め
て
重
要
な
意
味
が
あ
る
。
ま
た
、

審
査
の
結
果
は
後
年
度
の
予
算
編

成
や
行
政
執
行
に
活
か
さ
れ
る
べ

き

（一
部
略
）
」
と
示
さ
れ
て
い
ま

す
。

　　
こ
の
意
識
を
持
ち
、
先
輩
議
員

に
教
え
て
い
た
だ
い
た
審
査
の
ポ
イ

ン
ト
に
基
づ
い
て
、
令
和
３
年
度
決

算
・
令
和
４
年
度
決
算
・
令
和
５

年
度
予
算
・
成
果
報
告
書
な
ど
、

膨
大
な
資
料
を
右
往
左
往
し
な
が

ら
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
委
員
会
に
臨
み

ま
し
た
。
し
か
し
、
頭
の
整
理
が

不
十
分
で
、
ト
ン
チ
ン
カ
ン
な
質
問

を
し
て
し
ま
っ
た
り
、
質
問
を
深

め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
り
…
。

　　
こ
の
反
省
を
忘
れ
ず
、
町
の
発

展
の
た
め
住
民
の
代
表
と
し
て
し
っ

か
り
と
審
査
効
果
の
評
価
を
で
き

る
よ
う
、
今
後
の
活
動
に
臨
み
ま

す
。　　
（副
委
員
長
・
立
石
光
助
）

み
ん
な
の

み
ん
な
の
意
見
箱

意
見
箱  

　　　　
設
置
し
ま
し
た
！

　　　　
設
置
し
ま
し
た
！    

編　 　集　 　　小値賀町議会広報常任委員会　　｜　　発行責任者　  　小値賀町議会議長

小値賀町議会
Facebook

小値賀町議会
YouTube 「「ギカイの窓ギカイの窓」も」も開いてます！開いてます！

役場玄関こども園玄関 診療所玄関

電話　0959-56-3111　役場内議会事務局　
メール　gikaisodan@town.ojika.lg.jp

※
町
が
所
管
し
て
い
な
い
こ

と
に
関
す
る
も
の
、
公
共
の

福
祉
に
反
す
る
も
の
、
議
員

及
び
小
値
賀
町
職
員
に
対
す

る
苦
情
は
、
意
見
と
し
て
は

取
り
扱
わ
ず
、
議
会
事
務
局

に
て
保
管
の
み
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

※
用
紙
の
回
収
は
定
期
的
に

議
会
事
務
局
職
員
に
て
実
施

し
、
ご
意
見
の
内
容
は
議
員

全
員
で
確
認
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

※
今
後
、
設
置
場
所
や
数
は

変
更
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。

記
入
用
紙
は

記
入
用
紙
は

こ
ち
ら
！

こ
ち
ら
！

３
箇
所

３
箇
所

設
置
！

設
置
！

  

こ
の
意
見
箱
は
小
値

賀
町
議
会
が
設
置
し
た

も
の
で
、
み
な
さ
ん
の

町
政
に
関
す
る
ご
意
見

を
広
く
お
聞
き
し
、
そ

れ
を
も
と
に
政
策
を
立

案
、
執
行
機
関
へ
の
提

案
を
行
う
こ
と
で
、
住

民
の
福
祉
を
増
進
さ
せ

る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。


